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・ 地域の中には様々な人が暮らしています。障害、ＬＧＢＴ Ｑ、外国籍など様々な理由や状況

  から 偏見や誤解により「 自分らしく 生きる」こと が困難な状況があり ます。

・ 住み慣れた地域で自分らし い暮らし を人生の最後まで可能な限り 続けら れるよう 地域で

  その人を支える仕組みづく り が必要です。

・ 一人ひと り がその人らしく 暮ら すためには、制度の充実だけでなく 当事者による活動や

  地域活動の充実が必要です。

■ 現状と 課題

・ ＮＰＯ法人や任意団体、当事者や当事者家族などが、それぞれの視点でその人らしく 暮ら

  せる地域をつく るため、子ども 食堂やサロン活動等の様々な居場所づく り を行います。

・ 障害がある人のために、必要な医療・ 福祉サービスや生活状況を 整理し 、親あるう ちに

  情報を 残し ておく 活動をサポート します。また、親同士の情報交換の場を 作っ たり 、講座、

  講演会を開催します。

・ 認知症当事者やその家族が認知症を理解し 、支え合ってより 良い介護ができるよう 情報

  交換の場を作り ます。

■ 地域での取り 組み

・ その人らし い地域生活を 送れるよう 支援していく ために当事者による 活動を 引き 続き

  支援し 広げていきます。

・ 判断能力の低下し た人も 自分の意思が尊重さ れ、希望を 叶えて安心し て 生活を 送る

　 こと ができるよう 、成年後見制度や地域福祉権利擁護事業など を 通じ 、関係機関と

　 連携し て支援します。

・ 個別の課題から 出てきた一つ一つの課題を地域課題として捉え、権利擁護の視点を持ち

  個人の地域生活を支える仕組みづく り を行います。

・ 人生を最後まで自分らしく 生きるために「 終活」について一緒に考え支援します。

■ 練馬区社協の取り 組み

誰も が自分らし く 地域で 暮ら せる目指す 姿

その人らし い地域生活を 支える
取組項目2
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地域生活を 支える 様々な活動
　 地域住民や当事者、当事者家族、団体などが様々な視点でその人らし い地域生活を支える

活動をしています。

　 障害がある 人の必要な支援や医療、生活状況等

をまと める「 W i l l ノ ート 」の作成を 、 障害がある 人

のご家族に呼び掛けています。ノ ート は、誰が見て

も 分かる よう に視覚的な 工夫をし たり 、より 良い

支援につながるよう な記載を 心掛けています。

　 また、 参加者同士の情報交換や交流は、 多様な

生き 方を お互いに知り 、 視野を 広げる 機会と なっ

ています。

W i l l の会　

～ W i l l ノ ート ～

　 認知症や障害があっ ても 住み慣れた地域で 暮らし 続

けるため、 成年後見制度の普及を 目指し て、相談活動や

講演会などを 行っています。

　 また、自身のこれから を見つめ直す「 こ れから ノート 」の

普及活動も 行っています。「 こ れからノ ート 」は、本人が意

思表示でき なく なっ たと き に本人の意向を 伝えるツール

と なる だけでなく 、終活を 何から 始めたら よ いか悩んで

いる人にと っては考えるきっ かけにも なっています。

N PO 法人成年後見推進ネット こ れから

～こ れから ノ ート ～

　 精神科病院に長期入院し ている 人が、退院後地域で自分らしく 暮ら すイメ ージを 持てるよう に、同じ 地域に住

む障害がある 人が病院などに行き 、自ら の経験を 話す活動です。入院し ている 人には地域生活をイメ ージでき 、

ピアサポータ ーである 当事者は自ら の言葉で話す役割を 担う こ と で双方に有意義な活動と なっ ています。

　 また、「 ぴあまっ ぷ」と いう 情報紙を 作成し 、同じ 障害がある 人や関係者へ地域の情報を 発信し ています。 長い間、

入院生活をし ている 人にと っ ては地域で暮ら すための社会資源や生活の様子などを 知る 機会になっ ています。

きら ら・ う いんぐ の「 ピ ア サポ ータ ー」っ て？

　 家賃の補助制度を 利用し たいと 生活サポート センタ ーの窓口に来所さ れたＡ さ んは、 男性と し て生まれまし

たが、長年自分自身の性別に対し て違和感を 抱き つつ生き て来ら れまし た。長男だから と 両親の気持ちを 思い、

７０ 歳まで周囲に表明するこ と なく 男性と し て働き 続けてき た、でも その区切り と し た７０ 歳になっ た今、こ れか

ら は女性と し て生き ていき たい、自分ら し い生き 方を 認めてく れると こ ろ で働き たいと 話すＡ さ んに職員は心

を 打たれまし た。税の滞納も あり 生活はぎり ぎり でし たが、 家賃補助制度を 利用し 、

就労サポータ ーに相談し ながら ウィ ッ グや女性らし い服装、 通称利用を 認めてもら え

る 職場を 探し まし た。 働き 始め自分らし く 生き 生き と 輝く Ａ さ んの姿は、 その人らし

い生き 方を 支える 価値を 職員に教えてく れまし た 。今は長年の夢、ウエディ ングフォ

ト を 撮るための貯金を 始めています。

自分の人生を 生き たい　 ～A さ んと の出会いから ～

地域でこ んな 取り 組みが

広がっています


